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州
青
木
村
義
民
太
鼓
海
外
公
演
･

国
際
文
化
交
流
事
業
2
0
2
6 

in 

A
u
s
t
r
a
l
i
a
」と
し
て
、
外

務
省
の
応
援
も
い
た
だ
き
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
で
太
鼓
の
公
演
や

国
際
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
９
月
議
会
は
決
算
議
会
で
あ
り

ま
す
の
で
、
ま
ず
令
和
７
年
度
の
青

木
村
決
算
状
況
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

　
一
般
会
計
に
つ
い
て
、
歳
入
総
額
45

億
8
4
8
4
万
1
1
5
5
円
。
歳
出

総
額
43
億
5
0
8
0
万
8
5
8
1
円
。

歳
入
歳
出
差
引
額
2
億
３
４
０
3
万

2
5
7
4
円
。
繰
越
明
許
費
繰
越
額

3
3
4
2
万
9
0
0
0
円
。
実
質
収

支
2
億
60
万
3
5
7
4
円
の
黒
字
と

2令和 8年 11.1 ／第 103号

第
3
回
定
例
会

な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
、
国
民
健
康

保
険
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
黒

字
決
算
と
な
り
健
全
な
財
政
運
営
が

行
え
ま
し
た
。

　

公
営
企
業
会
計
に
つ
い
て
簡
易
水

道
事
業
会
計
、
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
、
両
会

計
と
も
プ
ラ
ス
の
利
益
余
剰
金
を
計

上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

去
る
９
月
１
日
（
火
）
に
沓
掛
計

三
代
表
監
査
委
員
、
金
井
と
も
子
監

査
委
員
か
ら
令
和
７
年
度
青
木
村
各

会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
意
見

書
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
意
見
書
の
中
で
、
特
に
持

続
可
能
な
村
政
運
営
に
向
け
た
「
公

共
施
設
の
在
り
方
」
な
ど
に
つ
い
て

も
、
大
変
重
要
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

①
役
割
や
目
的
が
似
通
っ
て
い
る
施

設
、利
用
率
が
低
下
し
て
い
る
施
設
の

「
統
廃
合
の
検
討
」
を
柔
軟
に
進
め

る
こ
と
。

②
今
後
も
恒
久
的
に
維
持
し
て
い
く

施
設
の
「
借
地
買
収
」
に
つ
い
て
、

将
来
の
財
政
負
担
を
減
ら
す
べ
き
で

あ
る
。

③
村
の
補
助
金
交
付
団
体
の
中
に
、

年
間
の
補
助
金
額
を
上
回
る
繰
越
金

が
あ
り
、
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

と
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
昨
年
度
か
ら
策
定
を
進
め

て
お
り
ま
す
「
第
７
次
青
木
村
長
期

振
興
計
画
」
に
つ
い
て
、
現
在
の
進

捗
状
況
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
そ
の
期
間
を
10
年

と
し
、
国
道
1
4
3
号
青
木
峠
バ
イ

パ
ス
の
開
通
を
前
提
に
、
こ
れ
か
ら
の

青
木
村
を
ど
の
よ
う
な
村
に
し
て
い
く

の
か
、
そ
の
将
来
像
を
村
民
の
皆
さ

ま
と
共
有
し
、
力
を
合
わ
せ
て
実
現

し
て
い
く
た
め
の
、
こ
れ
か
ら
の
村
づ

く
り
の
大
切
な
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

８
月
６
日（
木
）〜
11
日（
火
）の
６

日
間
、
青
木
村
義
民
太
鼓
保
存
会

で
は
、
日
本
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
友

好
協
力
50
周
年
記
念
事
業
の
「
信

　
村
で
は
８
月
30
日
（
日
）、「
青
木

村
総
合
防
災
訓
練
」
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、「
あ
お
き

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぐ
地
域一体
型
・

実
践
防
災
訓
練
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

昨
年
度
構
築
の
あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
た
「
機
能
・
認
知
型
」
の

訓
練
か
ら
さ
ら
に
進
め
、「
実
践
・
判

断
型
」
の
訓
練
と
し
て
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
今
回
整
備
し
た

防
災
備
品
を
各
地
区
で
も
有
効
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
避
難
所

設
営
な
ど
の
訓
練
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
し
て
、
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
に
向
け
て
、
村
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
防
災
に
つ
い
て
学
び
、
地

域
の
防
災
力
を
さ
ら
に
高
め
て
ま
い
り

村
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　
　

令
和
8
年
第
3
回
定
例
会
は
、
去
る
9
月
2
日
に
招
集
さ
れ
、
17
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
慎
重
審
議
の
結
果
、
報
告
2
件
、
令
和
7
年
度
の
決
算
の
認
定
6
件
、
条
例
改
正

2
件
、
人
事
案
件
1
件
、
令
和
8
年
度
補
正
予
算
2
件
、
請
願
1
件
は
原
案
の
と
お
り
承
認
、

可
決
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
5
人
の
議
員
か
ら
村
政
に
対
す
る
意
見
や
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た

令
和
８
年

報
　
告

議
　
案

報
告
第
1
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　

補
正
予
算
２
件
で
す
。
令
和

７
年
度
特
別
会
計
予
算（
後
期
高

齢
者
医
療
）に
関
す
る
専
決
処
分

は
、
事
業
実
績
に
伴
う
補
正
で
、

令
和
８
年
度 

青
木
村
一
般
会

計
補
正
予
算
は
、
物
価
高
騰
対

策
と
し
て
、
子
ど
も
の
支
援
金

（
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
）事
業

５
８
０
万
円
の
増
額
補
正
予
算

の
承
認
で
す
。

議
案
第
１
号

青
木
村
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
車
両
購
入
の

契
約
締
結
に
つ
い
て

　
本
件
の
購
入
契
約（
１
２
４
３
万

５
千
７
０
円
）を
締
結
す
る
た
め
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
っ
て
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

令
和
8
年

第
2
回
臨
時
議
会

　

令
和
8
年
第
２
回
臨
時
会
は
、

去
る
7
月
8
日
に
招
集
さ
れ
行
わ

れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、

報
告
事
項
２
件
、
契
約
１
件
で
原

案
の
と
お
り
全
員
賛
成
に
て
承
認
・

可
決
さ
れ
ま
し
た
。



請
願
第
1
号

「
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
推
進
と
教

職
員
定
数
改
善
の
た
め
の
教
育
予
算

確
保
」
と
「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
堅
持
・
拡
充
」
を
求
め
る
請

願
書
に
つ
い
て

　

全
て
の
子
ど
も
に
ゆ
き
届
い

た
教
育
実
現
の
た
め
の
義
務
標

準
法
の
改
正
、
働
き
方
改
革
施
策

を
推
進
す
る
た
め
の
予
算
措
置
、

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
維
持

向
上
の
た
め
の
国
庫
負
担
制
度

の
堅
持
を
求
め
る
請
願
で
す
。

　
　
賛
成
討
論　

　
　
　
　
　
坂
井　
弘　
議
員

3 令和 8 年 11.1 ／第 103 号

見
を
職
員
共
々
真
摯
に
受
け
止
め
、

村
民
サ
ー
ビ
ス
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
つ
な
が
る
行
財
政
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

報
告
第
1
号

健
全
化
判
断
比
率

　

す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
は

「
地
方
公
共
団
体
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
毎
年
度

の
決
算
に
よ
り
健
全
化
判
断
比

率
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し

た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
青
木
村
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標

で
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ

て
お
り
、
村
の
健
全
化
は
保
た

れ
て
い
る
と
判
断
し
ま
す
。

定
に
つ
い
て

　

沓
掛
代
表
監
査
委
員
よ
り
決

算
審
査
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
7
号

青
木
村
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

行
政
手
続
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
不
利
益
処
分
を
行
う
場

合
の
聴
聞
に
係
る
公
示
の
方
法

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
国
に

準
じ
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
8
号

青
木
村
福
祉
医
療
費
給
付
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

関
係
法
令
の
改
正
に
よ
る
法

人
名
の
変
更
に
よ
り
、
条
文
中

の
法
人
名
を
変
更
す
る
た
め
に
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

議
案
第
9
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
を
迎
え
る
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
、
次

の
方
が
再
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

金
井　
文
子
氏
（
青
木
区
）

議
案
第
10
号

令
和
8
年
度
青
木
村
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
3
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
4
2

9
2
万
3
千
円
を
追
加
し
、35
億

3
3
7
9
万
5
千
円
と
す
る
も

の
で
、
歳
入
で
は
保
全
松
林
健
全

化
整
備
事
業
補
助
金
3
1
9
8

万
円
、
土
地
開
発
基
金
5
3
0
0

万
円
、
前
年
度
繰
越
金
4
1
3
8

万
4
千
円
の
増
が
主
な
も
の
で
、

歳
出
で
は
、
土
地
購
入
費
5
3

0
0
万
円
、
保
全
松
林
健
全
化

整
備
事
業
委
託
料
3
9
2
0
万

7
千
円
、
松
林
健
全
化
推
進
事

業
（
伐
倒
駆
除
）
1
8
0
7
万

1
千
円
の
増
な
ど
が
主
な
も
の

で
す
。

議
案
第
11
号
（
追
加
議
案
）

令
和
8
年
度
青
木
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
4
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7
4
5

8
万
円
を
追
加
し
、
36
億
８
３
７

万
5
千
円
と
す
る
も
の
で
、
歳
入

で
は
繰
越
金
1
0
8
万
円
、
村

債
7
3
5
0
万
円
の
増
で
、
歳

出
で
は
、
小
学
校
の
工
事
請
負

費
7
4
5
8
万
円
の
増
（
体
育

館
空
調
設
置
工
事
）
で
す
。

　
　
賛
成
討
論　

　
　
　
　
　
坂
井　
弘　
議
員

報
告
第
2
号

資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
を
経
営
す
る
地
方

公
共
団
体
は
、
毎
年
度
、
公
営
企

業
会
計
ご
と
に
資
金
不
足
比
率

を
、
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し

た
上
で
、
議
会
に
報
告
し
、
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
青
木
村
に
お
け
る
公
営
企
業

会
計
は
い
ず
れ
も
資
金
不
足
を

生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

議
案
第
1
号
～
議
案
第
6
号

令
和
７
年
度
青
木
村
一
般
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
～
青
木
村
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
会
計
決
算
の
認

議
　
案

報
告
事
項

請
　
願

青木村の数値は資金不足額がないため、「－」で表示しています。

＜公営企業特別会計＞ 青木村の比率 国が定める
経営健全化基準

簡易水道事業会計 ― 20.0
特定環境保全公共
下 水 道 事 業 会 計 ― 20.0

（単位：％）

実質赤字額、連結実質赤字額、将来負担額がないため、
「－」で表示しています。

（単位：％）

＜指標の名称＞ 青木村の比率 国が定める
早期健全化基準

実 質 赤 字 比 率 － 15.0

連結実質赤字比率 － 20.0

実質公債費比率 6.7 25.0

将 来 負 担 比 率 － 350.0



4令和 8年 11.1 ／第 103号

歳入 歳出 翌年度繰越※ 収支

一 般 会 計 4,584,841,155 4,350,808,581 72,254,000 234,032,574
（特別会計）
国 民 健 康 保 険 473,389,995 470,048,976 3,341,019

介 護 保 険 606,425,304 600,013,033 6,412,271

後 期 高 齢 者 医 療 86,442,455 86,353,555 88,900

（公営企業会計）

簡易水道事業
収益的支出 191,659,325 165,431,453 26,227,872
資本的支出 202,251,348 247,100,801 △ 44,849,453

特定環境保全
公共下水道
事業

収益的支出 209,876,019 206,800,806 3,075,213
資本的支出 136,510,000 143,472,429 △ 6,962,429

令和7年度  青木村　決算の状況 （単位：円）

※翌年度繰越：事情により翌年度に繰り越した予算。

議　案 小林 松澤 北澤 宮澤 宮入 松本 塩澤 平林 坂井 金井 結果

議案第 1号 令和7年度　青木村一般会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 認定

議案第 2号 令和７年度　青木村国民健康保険特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 認定

議案第 3号 令和７年度　青木村介護保険特別会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 認定

議案第 4号 令和７年度　青木村後期高齢者医療特別会計決算の認定につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 認定

議案第 5号 令和７年度　青木村簡易水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 認定

議案第 6号 令和７年度　青木村特定環境保全公共下水道事業会計決算の
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 認定

議案第 7号 青木村行政手続条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 可決

議案第 8号 青木村福祉医療費給付条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 可決

議案第 9号 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 可決

議案第 10号 令和８年度　青木村一般会計補正予算について（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 可決

議案第 11号 令和８年度　青木村一般会計補正予算について（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 可決

請願第１号
「さらなる少人数学級推進と教職員定数改善のための教育予
算確保」と「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求め
る請願書について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 採択

議　案 小林 松澤 北澤 宮澤 宮入 松本 塩澤 平林 坂井 金井 結果

報告第１号 専決処分の承認を求めることについて 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 認定
議案第１号 青木村マイクロバス車両購入の契約締結について 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ 可決

第3会定例会　議案の議決結果

第２回臨時会　議案の議決結果

〇：賛成   ●：反対　欠：欠席

〇：賛成   ●：反対　欠：欠席

※議長は採決に加わりません。

※議長は採決に加わりません。



議
案
第
1
号

令
和
7
年
度
青
木
村
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
に
お
い
て
、
固
定
資
産

税
、
法
人
住
民
税
の
状
況
、
特

別
交
付
税
の
算
定
方
法
、
ふ
る

さ
と
応
援
寄
付
金
の
状
況
、
別

荘
管
理
費
の
滞
納
状
況
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
　
松
本
　
淳
英

5 令和 8 年 11.1 ／第 103 号

総
務
建
設
産
業
委
員
会

　

歳
出
に
お
い
て
、
総
務
企
画

課
・
税
務
会
計
課
関
係
で
は
、
村

有
施
設
の
土
地
の
借
上
げ
・
購

入
の
状
況
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
、
地
域
活
性
化
起
業
人
の
活

動
状
況
、
あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
の
成
果
と
今
後
の
課
題
、

村
営
バ
ス
の
運
行
状
況
、
新
た

に
購
入
し
た
防
災
備
品
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
建
設
農
林
課
・
商
工
観

光
移
住
課
関
係
で
は
、
農
業
関

連
補
助
金
・
交
付
金
に
つ
い
て
、

除
雪
委
託
料
に
つ
い
て
、
松
く

い
虫
対
策
、
移
住
定
住
・
住
宅
関

連
補
助
金
の
状
況
、
道
の
駅
あ
お

き
の
管
理
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、

多
岐
に
わ
た
り
質
疑
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

反
対
議
論
は
な
く
、
賛
成
討

論
で
は
、「
前
年
度
か
ら
の
あ
お

き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
防
災
備
品

購
入
な
ど
の
繰
越
事
業
に
よ
り
、

歳
出
決
算
額
が
38
億
6
4
5
4

万
7
千
円
と
大
規
模
と
な
る
中
、

計
画
的
に
そ
し
て
確
実
に
事
業

を
実
施
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
」

と
の
賛
成
討
論
が
あ
り
、
全
員

賛
成
に
て
原
案
の
と
お
り
認
定

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
松
澤
　
広
海 

議
員

議
案
第
5
号

令
和
7
年
度
青
木
村
簡
易
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
管
理
す
る
職
員
体
制
、
水
道
の

広
域
化
、
水
道
管
の
老
朽
化
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
討

論
な
く
全
員
賛
成
に
て
原
案
の

と
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。　

　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
松
澤
　
広
海 

議
員

議
案
第
6
号

令
和
7
年
度
青
木
村
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

　

質
疑
、
討
論
な
く
全
員
賛
成

に
て
原
案
の
と
お
り
認
定
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。タチアカネ そば花実まつり

総
務
建
設
産
業
委
員
会
に
付
託
の
事
件
に
つ
き
審
査
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。



6令和 8年 11.1 ／第 103号

社
会
文
教
委
員
会

議
案
第
１
号

令
和
７
年
度
青
木
村
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
関
係
に
お
い
て

は
、
歳
入
で
は
、
屋
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
の
利
用
状
況
、
郷
土

美
術
館
使
用
料
増
額
の
理
由
、

歳
出
で
は
保
育
園
の
保
育
士
数
、

児
童
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
と

空
調
設
備
の
工
事
、
４
名
の
Ａ

Ｌ
Ｔ
雇
用
の
状
況
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
利
用
の
教
育
的
成
果
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
交
換
後
の
電
気
料
金
の
比
較
、

文
化
財
へ
の
補
助
、
部
活
動
の

地
域
移
行
の
状
況
、
美
術
館
の

空
調
設
備
工
事
、
図
書
館
シ
ス

テ
ム
の
入
替
え
等
に
つ
い
て
質

疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。　

  

住
民
福
祉
課
関
係
に
お
い
て

は
、
歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金

の
予
防
接
種
健
康
被
害
給
付
費

負
担
金
の
内
容
と
実
情
、
物
価

高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
の
内

容
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付

費
補
助
金
の
内
容
、
歳
出
で
は
、

衛
生
費
の
健
診
等
委
託
料
の
委

託
先
と
交
付
金
の
内
容
、
予
防

費
の
需
用
費
の
う
ち
医
薬
材
料

費
の
内
容
と
補
助
金
の
内
訳
に

つ
い
て
、
環
境
衛
生
費
の
委
託

料
の
内
訳
等
に
つ
い
て
質
疑
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

賛
成
の
立
場
か
ら　
「
教
育
委

員
会
関
係
で
は
、
保
育
所
で
の

未
満
児
保
育
対
応
、
小
・
中
学

校
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
充
実
に
向
け
た
準
備
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス
ク
ー
ル
構

想
の
充
実
な
ど
教
育
環
境
の
向

上
が
見
ら
れ
ま
す
。
住
民
福
祉

課
関
係
で
は
、
児
童
手
当
の
18

歳
ま
で
の
拡
充
、
乳
幼
児
・
児

童
医
療
給
付
費
の
増
額
、
各
種

ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
な
ど
が
手

厚
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
限
ら

れ
た
財
源
や
困
難
な
情
勢
の
中
、

全
般
に
わ
た
り
計
画
さ
れ
た
予

算
が
執
行
努
力
に
よ
り
節
減
さ

れ
、
健
全
な
財
政
運
営
が
行
わ

れ
た
と
認
め
ら
れ
ま
す
。」
と
の

委
員
長
　
金
井 

と
も
子

議
案
第
４
号　

令
和
７
年
度
青
木
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

　

質
疑
・
討
論
な
く
、
全
員
賛

成
に
て
原
案
の
と
お
り
認
定
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
が
あ
り
全
員
賛
成
に

て
原
案
の
と
お
り
認
定
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
宮
入　
典
子 

議
員

議
案
第
２
号

令
和
７
年
度
青
木
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

特
定
健
診
の
近
年
の
受
診
率

の
経
過
と
受
診
率
向
上
へ
の
取

組
み
に
つ
い
て
、
重
複
・
多
剤　

服
薬
者
の
デ
ー
タ
分
析
の
委
託

先
と
内
容
等
に
つ
い
て
質
疑
応

答
が
な
さ
れ
、
討
論
な
く
、
全

員
賛
成
に
て
原
案
の
と
お
り
認

定
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

議
案
第
３
号　

令
和
７
年
度
青
木
村
介
護
保
険
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
に
向
け
て
の
展
望
、
介
護
保

険
支
払
準
備
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、
討
論

な
く
全
員
賛
成
に
て
原
案
の
と

お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

あおきっ子運動会



多様な避難ニーズへの対応を

 1 青木村の防災・減災について
　村内各地における避難訓練の実施状況や参加率は。

防災危機管理官答弁
　　今年度から実施予定の地区も含めると、７地区で

実施をしている。地区の総会や、地区の作業、集会
などに併せて実施している地区が多く、参加者は多
いところではそれなりの人数が参加と承知している。
　夜間訓練や避難所開設体験など、実践的な訓練を
各地区で実施できるような支援は。

防災危機管理官答弁
　　地域の実情に応じて、夜間の避難や避難所の開設

運営、停電時の対応など、より実践的な訓練を取り
入れていくことも有効であると考えており、各地区
の自主的な災害訓練が実施できるよう、情報の提供
や必要な支援を行っていく。
　今年の総合防災訓練の成果や課題は。また多くの
住民の皆さんと一緒に行う総合防災訓練などの計画は。

村長答弁
　　各関係者の役割、対応手順を確認するとともに、

情報伝達や被害状況の把握、そして共有、避難所運
営など、実際の災害を想定した一連の対応を把握が
できたと考えている。今回の訓練で得られた成果、
課題を関係者でまずは共有することが大事であり、
そして必要な改善を図り、引き続き、実践的な訓練
を重ねることで、地域全体の防災力の向上を図ると
ともに、災害に強い地域づくりを目指していきたい。
　村が管理している防災備品資機材の整備状況及び
備品リストはどのようになっているのか。

防災危機管理官答弁
　　防災備品、資機材についてはは、災害時に必要と

なる食料、飲料水、簡易トイレ、発電機等について

それぞれリスト化し、保管管理をしている。
　備蓄リストを分かりやすく公表、周知する考えは。

防災危機管理官答弁
　　公開する情報の範囲や方法について整理し、村民

の皆様や各地区が自らの備えを考えるために必要な
情報を分かりやすく提供できるよう、検討していく。
　在宅避難について。

防災危機管理官答弁
　　先進地の事例なども参考にしながら、在宅避難者

について各地区や自主防災組織等と連携を含め、把
握方法や情報伝達方法についても、臨機応変の対応
が取れるよう、検討していきたいと考えている。
　ペット同伴の避難について。

防災危機管理官答弁
　　ペット同伴避難を可とする限定した避難所をどこ

かに指定する必要があると考える。また、ガイドラ
インについては、全ての避難者の安全・安心を確保
できるよう、必要なルールなどについて策定を検討
していきたい。
　新たな防災気象情報について。

防災危機管理官答弁
　　今年5月29日より新しい防災気象情報に変更され、

警戒レベルは住民が災害時、取るべき避難行動が直
感的に分かるように避難情報等を5段階に整理したも
ので、これにより大雨など、4つの災害ごとに住民が
取るべき行動の指針が示されたことから、理解しやす
くなった。平時から自分のいる場所が地震や風水害
などに対して、どのような場合でどのような危険な状
態になるか想定して、あらかじめ行動計画を考えてお
く必要がある。災害訓練の場などを通じて、自助の
一環として取り組んでいく必要性をPRしていきたい。

7 令和 8 年 11.1 ／第 103 号第
3
回  

青
木
村
議
会
定
例
会  

一
般
質
問

第
3
回  

青
木
村
議
会
定
例
会  

一
般
質
問

総合防災訓練防災備品説明

※ 

議
員
名
の
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
読
み
込
み
で
、
各
議
員
の
一
般
質
問
音
声
デ
ー
タ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

１. 青木村の防災・減災について

塩澤 敏樹 議員

確認しよう避難について



道路を覆いかぶさる木

 1 国道143号線の手入れについて
　道路脇の木が繁茂して道路へ覆いかぶさっている
所があり、通行の妨げになっているので剪定作業が
必要と思う。特に弘法地区から峠までがひどい。

建設農林課長答弁
　　国道143号を含む国道、県道の維持管理について

は、長野県上田建設事務所が行っており、定期的に実
施をしている道路パトロール等で、通行に支障とな
る樹木を発見した場合、もしくは通行者等からの通
報があった場合には、現地を確認し、枝払い等の対応
を取っている。

　　道路の樹木が道路上にはみ出してくると、通行に
支障を来すだけでなく、道路の見通しが悪く、標識等
を隠してしまうおそれもある。加えて、大きくなった
樹木が道路沿いに張られている電線等のライフライ
ンに接触し、いつ切断され、通信障害等が起きても不
思議ではない。そのような箇所も幾つか見受けられ
る。

　　道路上にはみ出した樹木は、生えている土地の所
有者の財産となるため、所有者に切ってもらう必要
があり、基本的には道路管理者が対処することがで
きなかったが、令和5年4月1日の改正民法により、一
定の基準を満たした場合には自ら切り取ることがで
きるようになった。

　　樹木の所有者に対して催促をしたにもかかわらず、
相当の期間内に切らない場合、所有者不明の場合、差
し迫る事情がある場合は道路管理者が切り取ること
ができるよう改正された。

　　指摘の箇所については、関係機関へ速やかに報告
するとともに、現地を確認し、交通の妨げとなる支障
木等については適切に対応し、道路利用者の通行に

支障を来さないよう、引き続き努めていく。

 2 災害備蓄品の配備について
　大地震が来れば交通インフラは寸断される。災害
備蓄品が村の中心に、ストックされており、各避難所
へ届けることができなくなるので、災害が起きる前
に各避難所へ配布しておくべきと思うが、いかがか。

村長答弁
　　備蓄品は、現在は大部分を役場あるいは役場周辺

の備蓄倉庫に蓄えている。各地区の避難所となる公
民館等には、発電機、投光器、毛布、布団などを備蓄し
ている。以前は飲料水・食品など、一定程度、各地区の
公民館に保管していたが、その結果、賞味期限の管理
ができないというような課題があり、これが最大の
ネックとなり、現在では村で原則として、集中的な備
蓄をしている。

　　大規模な地震で、災害で孤立が心配される弘法地
区あるいは入奈良本地区では、今後も区長等と相談
しながら、要望を伺った上で、あらかじめ必要な備蓄
をどうしていくか検討していきたいと考えている。

国道143号線の手入れについて
8令和 8年 11.1 ／第 103号 第
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１. 国道143号線の手入れについて
２. 災害備蓄品の配備について

松澤 広海 議員



 １ ライドシェア（乗り合いの車）で便利な移動を！
　令和８年６月に改訂された青木村地域交通計画に、ラ
イドシェア導入の検討を明記した背景は。

村長答弁
　　村外への移動において路線以外への移動や、より効率

的で利便性の高い移動を希望される村民の課題に加え、
高齢化の進展に伴う移動支援の必要性から、ライドシェア
をはじめ、新たなサービスについて検討が求められている。
　ライドシェアとは具体的に何を想定しているか？ 

総務企画課長答弁
　　自治体等が運営する地域版ライドシェアというものが

考えられる。自治体が国土交通省へ申請、登録をした上
で、地域住民などをドライバーとして募るとともに、配車
予約システムや運行管理アプリなどのシステムを導入
する。

　　利用する乗客の方は、自治体専用のウェブサイトや
窓口でユーザー登録を事前に行っていただく。乗車予
約は専用のアプリや電話により、日時と乗降場所を指
定していただく。乗車料金の支払いは、アプリ決済や専
用のチケットまたは現金等で行う方法を想定している。
　村外に移動するライドシェアを導入するうえでの課題は。

総務企画課長答弁
　　手続上は可能である。ドライバーの拘束時間が長く

なるため、より多くのドライバー登録が必要となる。ドラ
イバーは安全に運行できるよう、地理や道路状況をで
きるだけ事前に把握する必要もある。解決策としては、
村外において病院やスーパーなど特定地点を設定し、
乗車していただく仕組みの検討が求められる。

　　また、既存の路線等と競合する可能性も課題となる。
既存バス事業者も運転手確保が難しいなか、地域の公
共交通の維持は非常に厳しい状況が続いている。民間

事業者や関係市町村と十分に協議を行い、既存事業者
の経営への影響をできる限り抑える方策を検討しなが
ら、丁寧に進めていくことが求められる。
　上田市へのアクセスを向上させるために周辺自治体
等とどの様に協議をすすめていくか。

総務企画課長答弁
　　上田市とは共同で利便増進実施計画の策定をはじめ

とした千曲バスの運行支援をおこなっており、ＥＶバス
導入、10月からの青木線での上田駅発夜９時代の増
便につながった。既存の地域公共交通の維持に対する
取り組みと並行しながら、アクセス向上を実施していく
必要がある。長野県においては、信州型広域バス路線
支援制度を通じて、公共交通の維持確保に向け、取組
を強化している。また公共交通活性化協議会において、
地域別部会には関係市町村も参加し、公共交通の見直
しや再確認等を行っている。
　既存の村営バスにおいて、あおきネットワークを利用
した、フルデマンドバスの予約システムの導入は。

総務企画課長答弁
　　現時点では電話や直接のやり取りによる予約が、運

行管理や利用者の利便性の面からも適している。今後
の利用状況、デジタル化、利用者の要望等を踏まえ、必
要に応じて新しいシステムを検討する。
　土日祭日に村内で行事がある場合の村営バスの運
行の実績と今後については。

総務企画課長答弁
　　小学校入学式、参観日、運動会の村営バス、産業祭で

のデマンドバス運行を行った。今後も要望を踏まえ、運
転手の負担等を考慮し、柔軟に対応していく。夏祭りに
おいては、夜間運行のリスク等も十分に考慮し、必要性
も含めて検討していく。

上田市への移動にライドシェアを！
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自宅から指定の場所までライドシェア（乗り合いの車）！

１. ライドシェア導入について

松本 淳英 議員



住む人に優しい村営住宅に

 1 村営住宅の建て替えと居住者への対応について
　整備計画について。

村長答弁
　　改修を検討したが、シロアリ被害や水回り改修に多

額の費用を要し建て替えを選択した。
　新築のスケジュールは。

商工観光移住課長答弁
　　設計は県住宅供給公社、民間事業者から提案頂いて

いる。整備は、国の補助事業、民間事業者の提案を精査
し、着工への準備を進めている。
　新村営住宅の維持管理と財政面の見通しは。

商工観光移住課長答弁
　　維持管理は村直営、指定管理、委託等幅広く検討中。整

備は国庫補助か村単独事業か慎重に検討している。
　転退去について説明は。

商工観光移住課長答弁
　　61号棟は個別面談、62号棟以降は説明会も開催。

　意見や要望、対応は。
商工観光移住課長答弁
　　転退去、仮住まい確保や新住宅への優先的入居につ

いて意見、要望を頂いた。
　住宅紹介や費用補助は。

商工観光移住課長答弁
　　村営住宅、県営住宅、民間賃貸住宅の紹介、情報提供

や空き家の紹介をした。移転料は1世帯8万円を支給した。
　新村営住宅の入居者の募集、選定の時期や方法は。
現居住者の優先入居は。

商工観光移住課長答弁
　　村広報、ホームページ等で募集、希望者多数は抽選

で。優先的入所は考えていない。
　エアコンの設置、補助は。

商工観光移住課長答弁
　本体設置及び補助は考えていない。
2 シニア世代が元気にいきいきと過ごすために

　村の高齢化の現状は。
住民福祉課長答弁
　　高齢化率は、2025年40.6%の見込み。今後人口は

減少に転ずるが、高齢化率は上昇する見込み。
　高齢者を取巻く健康、福祉、介護等の現状と課題は。

住民福祉課長答弁
　　令和7年度、高額医療費が増加。介護保険では、施設

利用者増加に伴い、前年度比114%の増。課題は利用
者負担、保険料負担増加等。
　健康づくりや生きがいづくりの支援、連携について。

住民福祉課長答弁
　　健診事業と保健指導、介護予防事業、趣味や学びの場

の活動を実施。地区と連携しての出前講座も開催している。
　高齢者の就労支援、相談への対応は。

住民福祉課長答弁
　　ハローワーク、シルバー人材センターの案内や商工

会と連携し就職説明会を開催。
　上田地域シルバー人材センターの状況は。

住民福祉課長答弁
　　会員数は1,715名。70歳代が65.9%。会員数、受注

件数、請負金額のいずれも県内上位に位置している。
　課題は。

住民福祉課長答弁
　　会員数の減少、就業先の確保、作業中のけが等の発生等。

　村との連携強化は。
住民福祉課長答弁
　　運営会議へ参加、イベント等で会員募集ブース設置、

運営費の補助金の交付等。今後も連携を図っていく。

10令和 8年 11.1 ／第 103号 第
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解体が進む村営住宅

元気なシニア世代

１．村営住宅の建て替えと居住者への対
応について

２．シニア世代が元気にいきいきと過ご
すために

宮澤 政美知 議員



小学校体育館にエアコン設置実現

  1 「ＴＫＢ４８」を実現する防災整備を
　６月議会で検討するとした猛暑対策の進捗状況は。

商工観光移住課長答弁
　　ふるさと公園にミストシャワーは設置済。冷水器の設

置は見送りたい。温度計は引き続き対応を進めたい。
　猛暑期のクーリングシェルター開放を広報すべき。

住民福祉課長答弁
　　役場・文化会館・図書館他、道の駅等でも対応できる。

今後、広報に努める。
　体育館へのエアコン設置に対し、総務省は防災向け地
方債の対象に加え、文科省も設置工事の補助率を1/2
に引き上げた。具体化する時期に来ているのではないか。

村長答弁
　　体育館へのクーラー設置を急ぎたいと考えている。

　発災時のＴＫＢ確保状況をリスト化し公開すべき。
防災危機管理監答弁
　　トイレテントセット30個、ダンボールベッド105組・毛

布200枚、炊き出し炊飯釜セット10個他を整備してい
る。リストの公開については早急に検討する。
　車中泊・自宅避難者の掌握・情報伝達の仕組みは。

防災危機管理監答弁
　　把握や一元化が非常に難しい。仕組みづくりを考える。

　仮設住宅建設候補地はどこか。
防災危機管理監答弁
　　小学校及び中学校のグラウンド、村の総合グラウン

ドの３箇所を指定している。
 ２ 移動困難者の村外外出支援策を

　フルデマンドバスの村外運行ができない理由は。
総務企画課長答弁
　　どんな交通システムがよいのか検討していきたい。

　フルデマンドの当日予約・アプリ予約・土日祝日運行

ができないか。
総務企画課長答弁
　　業務量が増大するので難しい。現段階では、アプリ予

約より電話予約のほうが適している。
　近隣自治体で実施している移動支援に倣い、タクシ
ー利用補助制度を検討願いたい。

総務企画課長答弁
　　公共交通利用助成も選択肢の一つに加えて検討し

たい。
　運転免許返納者に対して、タクシー代割引があるこ
とを村民は知っているか。

総務企画課長答弁
　　内容を精査し、村民に情報提供したい。
 ３ 村の文化財・観光資源の発信に工夫を

　道の駅あおきのレンタルe－バイクの利用状況は。
商工観光移住課長答弁
　　200名の利用を見込んでいたが、令和７年度30名、

今年度は８月現在20名と、目標値に届いていない。
　案内方法や借用料・借用期間等を改善されたい。

商工観光移住課長答弁
　　提案を受けとめ、改善を検討する。

　村の観光資源を点ではなく、複数巡ったら特典を付
加するなど、線や面で発信されたい。

商工観光移住課長答弁
　　スタンプラリーやツアーを企画・実施している。

　文化財の価値を伝える表示を整備し、案内人の育成
を図られたい。

教育長答弁
　　必要な修繕や整備をしている。テキストを冊子にして

ある。平成25年に成人講座を実施したが、案内ボラン
ティアは断られた。今後、人を探して育てていきたい。

11 令和 8 年 11.1 ／第 103 号第
3
回  

青
木
村
議
会
定
例
会  

一
般
質
問

繰り返される災害の傷跡

道の駅や公共施設の屋外に
温度計の設置を

坂井  弘 議員
1．猛暑下での相次ぐ自然災害を教訓

とした防災対策
2．村外への外出を支援する公共交通

システムの整備
3．観光資源・資材の活用で村の魅力

を発信



な
企
画
展
示
を
行
う
公
共
施
設
運

営
に
つ
い
て
見
学
し
て
き
ま
し
た
。作

品・素
材
に
応
じ
て
展
示
期
間
を
限
定

し
、定
期
的
な
展
示
、入
れ
替
え
を
実

施
す
る
こ
と
で
、保
存
と
公
開
の
両
立

を
図
って
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。今
は

「
お
能
、
は
じ
め
ま
し
て
。」の
企
画
展

が
開
催
さ
れ
て
い
て
、
能
面
な
ど
能
に

関
す
る
展
示
が
と
て
も
凄
く
感
動
し

ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、「
豊
臣
兄
弟
」の
ド
ラ
マ

館
を
見
学
し
た
後
、
長
野
県
病
院
機

構
長
野
県
立
木
曽
病
院
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

木
曽
病
院
で
行
わ
れ
て
い
る「
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
」に
つ
い
て
の
説
明
と
診

察
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
際

に
や
っ
て
み
ま
し
た
。画
面
を
見
て
の

視
診
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し

た
。保
健
師
や
薬
剤
師
が
つ
い
て一緒

に
確
認
す
る
巡
回
診
断
、
産
婦
人
科

診
断
、小
児
在
宅
訪
問
診
断
、今
回
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
嚥
下
指

導
の
様
子
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。　

そ
の
後
電
子
処
方
箋
に

つ
い
て
の
説
明
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。青
木
村
で
は
、

診
療
所
と
各
薬
局
と
も
に

電
子
処
方
箋
が
導
入
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。電
子
処
方
箋
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
で
、
処
方
時

や
調
剤
時
に
、
併
用
禁
忌・

重
複
投
薬
を
防
ぐ
こ
と
が

12令和 8年 11.1 ／第 103号

令
和
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い
て

　
■ 

賛
成
討
論 
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宮
入
　
典
子 
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私
は
、
本
決
算
案
に
賛
成
の
立
場

で
討
論
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
収
入
総
額
45
億

8
4
8
4
万
1
1
5
5
円
、
歳
出
総

額
43
億
5
0
8
0
万
8
5
8
1
円
、

歳
入
歳
出
差
引
額
2
億
3
4
0
3
万

2
5
7
4
円
、
実
質
収
支
2
億
60
万

3
5
7
4
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
予
算
現
額
に
対
す
る
決
算
額
の

比
率
は
1
0
2
・
3
％
で
あ
り
適
正

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
貴

重
な
自
主
財
源
の
村
民
税
は
収
納
率

99
・
6
％
で
前
年
対
比
0
・
8
％
の

増
で
し
た
。

　
歳
出
で
は
総
務
企
画
課
関
係
で
は

情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
よ
り
あ

お
き
電
話
、
あ
お
き
ナ
ビ
の
加
入
率

が
90
％
を
超
え
、
安
全
ス
ピ
ー
カ
ー

も
各
区
長
宅
や
公
民
館
な
ど
に
も
整

備
さ
れ
、
村
民
へ
の
情
報
や
災
害
時

の
情
報
が
速
や
か
に
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
情
報
が
速
や
か
に
お

届
け
で
き
る
こ
と
は
安
心
・
安
全
な

生
活
が
で
き
る
一
助
と
な
り
評
価
で

き
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創

生
交
付
金
に
よ
り
防
災
備
品
の
整
備

が
充
実
さ
れ
ま
し
た
。
災
害
が
あ
っ

た
と
き
に
村
民
の
命
を
守
る
対
策
が

充
実
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
防
災
備

品
の
利
用
に
つ
い
て
村
民
に
周
知
し
、

一
人
で
も
取
り
残
さ
な
い
対
策
を
充

実
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
建
設
農
林
課
関
係
で
は
、
松
く
い

虫
被
害
防
止
事
業
で
は
前
年
よ
り
減

額
と
な
り
ま
し
た
が
、
松
く
い
虫
の

被
害
木
の
調
査
を
ド
ロ
ー
ン
で
行
っ

た
り
、
伐
倒
駆
除
、
薬
剤
注
入
に

よ
っ
て
松
く
い
虫
の
被
害
を
少
な
く

す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
り
予
算

の
執
行
も
適
切
と
思
わ
れ
ま
す
。
今

後
も
温
暖
化
等
で
松
く
い
虫
の
被
害

は
発
生
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
駆
除
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に

緑
を
守
り
、
景
観
の
保
持
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

　

商
工
観
光
移
住
課
関
係
で
は
青

木
定
住
促
進
事
業
補
助
金
13
件
、
青

木
村
工
業
振
興
奨
励
金
補
助
事
業
、

受
注
拡
大
事
業
補
助
金
な
ど
村
内

企
業
の
充
実
を
応
援
し
、
予
算
が
有

効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
気
あ

る
青
木
村
の
た
め
に
今
後
と
も
商

工
業
の
発
展
に
務
め
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
福
祉
課
関
係
で
は
、
多
様

化
す
る
住
民
要
望
に
行
政
が
す
べ
て

対
応
す
る
こ
と
は
困
難
な
情
勢
に
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
児
童
手
当

が
18
歳
ま
で
拡
充
し
、
乳
幼
児
・
児

童
医
療
給
付
費
も
増
額
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

補
助
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
、
高
齢
者
補
聴
器
購
入
補
助
事

業
も
含
め
て
手
厚
い
補
助
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
関
係
で
は
、
保
育
所

で
は
未
満
児
保
育
へ
の
対
応
、
児

童
セ
ン
タ
ー
で
は
遊
戯
室
の
空
調

整
備
、
小
学
校
・
中
学
校
で
の
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
I
C
T
支
援

員
の
配
置
、
新
し
く 

A
L
T
の
充

実
を
図
る
準
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
充
実

等
、
こ
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
も
よ

く
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
財
政
運
営
に
お
い
て
は
、

生
産
人
口
の
減
少
や
固
定
費
の
増
加

と
い
っ
た
課
題
も
予
想
さ
れ
ま
す
が

本
決
算
が
示
す
実
績
は
村
の
持
続
可

能
な
発
展
に
向
け
た
堅
実
な
一
歩
で

あ
っ
た
と
確
信
し
ま
す
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
本
決
算
を
原
案

の
と
お
り
認
定
す
る
こ
と
に
強
く
賛

成
し
私
の
討
論
と
し
ま
す
。

上
田
地
域
連
合
議
会

行
政
視
察

本
会
議
討
論

一宮斎場

木曽病院

　
７
月
９
日
～
10
日
で
、広
域
連
合
の

行
政
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

一
日
目
は
、
愛
知
県
一
宮
市「
一

宮
斎
場
」は
、
火
葬
炉
が
13
炉
、
動
物

炉
が
1
炉
あ
り
、
1
日
に
最
大
24
件

の
受
け
入
れ
が
で
き
昨
年
度
の
火
葬

件
数
は
4
6
4
0
件
だ
っ
た
よ
う
で

す
。こ
こ
で
は
部
分
収
骨
で
あ
り
、
大

半
の
遺
骨
は
石
川
県
の
お
寺
に
埋
葬

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。こ
の
斎

場
は
公
共
施
設
の
設
計
、建
設
、維
持

管
理
、運
営
を
民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
て
行
う
R
F
I
事
業
を

開
設
し
て
、運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

徳
川
美
術
館
で
は
、
民
間
に
よ
る

文
化
施
設
の
運
営
の
仕
方
や
、
様
々

動
き

議
会
の



④
住
民
、地
区
、消
防
団
、消
防
署

　

関
係
機
関
及
び
村
の
役
割
の
確
認
。

⑤
災
害
対
策
本
部
に
て
情
報
の
整
理

分
析
。必
要
な
対
応
の
実
践
力
。

⑥
広
域
避
難
所
の
開
設・運
営
、停
電

等
の
追
加
事
象
へ
の
柔
軟
な
対
応

力
を
養
う
で
し
た
。

　

令
和
７
年
度
4
0
0
0
万
円
で
村

に
整
備
し
た
防
災
備
蓄
品
の
確
認
を

し
、段
ボ
ー
ル
ベッ
ド
の
組
み
立
て
を
し
、

間
仕
切
り
テ
ン
ト
や
投
光
器
、移
動
式

煮
炊
き
窯
、緊
急
時
用
浄
水
装
置
、簡

易
ト
イ
レ
等
々
確
認
し
ま
し
た
。さ
ら

に「
あ
お
ナ
ビ
」を
使
っ
て
情
報
を
共

有
す
る
等
多
種
に
わ
た
って
実
践
を
し

ま
し
た
。

　

終
了
式
で
は
信
州
大
学
の
神
田
特

任
助
教
授
か
ら「
自
助・共
助・公
助
」

の
お
話
し
が
あ
り
、災
害
時
の
対
応
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
自
助
」と
は
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
事
。「
共
助
」と
は
仲
間
同
士

が
協
力
し
合
っ
て
助
け
合
う
事
。「
公

助
」は
公
的
機
関
が
行
う
災
害
救
助

や
生
活
保
障
、
支
援
な
ど
の
公
的
支

援
の
事
。そ
し
て
災
害
時
集
ま
る
場
所

を
家
族
で
数
ヶ
所
決
め
て
お
く
事
。災

こ
の
シ
ス

テ
ム
は
、

1
1
9

番
通
報

の
受
付
、

災
害
地

点
等
の

特
定
、
出

動
部
隊

の
編
成
及
び
出
動
司
令
、救
急
車
、消

防
車
の
出
動
状
況
の
一
元
管
理
等
、

消
防
指
令
管
制
業
務
を
支
援
す
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。24
時
間
3
6
5
日
体
制

で
上
田
地
域
広
域
の
住
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
、消
防
活
動
の
中
枢

と
し
て
安
全・安
心
を
支
え
る
高
度
な

消
防
体
制
を
確
に
繋
が
る
も
の
と
確

認
で
き
ま
し
た
。　
　

 （
平
林 

幸一）

　
令
和
8
年
度
青
木
村
総
合
防
災
訓

練
が
8
月
30
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。今

年
は
震
度
6
弱
の
設
定
で
の
訓
練
で
、

テ
ー
マ
は「
あ
お
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ

な
ぐ
地
域
一
体
型・実
践
防
災
訓
練
」

で
し
た
。訓
練
主
要
目
的
は
6
件
あ

り
、

①
多
様
な
情
報
伝
達
手
段
に
よ
る
迅

速
か
つ
確
実
な
情
報
発
信
の
共
有
。

②「
あ
お
ナ
ビ
」の「
み
ん
な
の
投
稿
」

を
活
用
し
、被
害
情
報
を
収
集・共

有
す
る
仕
組
み
。

③
防
災
備
蓄
品
、
資
機
材
の
配
置
、　

用
途
及
び
活
用
方
法
の
確
認
。

で
き
ま
す
。　
　
　

  （
塩
澤 

敏
樹
）

　
令
和
8
年
7
月
13
日
、
松
本
市
の

キ
ッ
セ
イ
文
化
ホ
ー
ル
に
て
長
野
県

町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、

2
人
の
講
師
に
よ
る
講
演
を
聴
講
し

ま
し
た
。 

　

前
半
は
、
武
庫
川
女
子
大
学
経

営
学
部
教
授
の
金
崎
健
太
郎
氏
よ
り

「
地
方
財
政
の
課
題
と
議
会
に
求
め

ら
れ
る
役
割
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。人
口
減
少
に
伴
い
税
収
や

役
場
職
員
数
が
減
少
す
る一方
で
、
社

会
保
障
や
イ
ン
フ
ラ
維
持
な
ど
の
行

政
需
要
は
減
ら
ず
、地
方
財
政
の
ミ
ス

マッ
チ
が
深
刻
化
し
て
い
る
現
状
を
話

さ
れ
ま
し
た
。限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

地
域
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、今
後

「
何
を
残
し
、
何
を
見
直
す
か
」と
い

う
厳
し
い
選
択
が
必
要
で
す
。人
口
減

少
社
会
に
お
い
て
議
会
に
は
、
①「
本

当
に
必
要
か
」、
②「
何
を
優
先
す
る

か
」、
③「
将
来
世
代
も
負
担
で
き
る

か
」を
常
に
念
頭
に
置
き
、
将
来
へ
の

負
担
を
先
送

り
し
な
い
よ

う
、
主
体
的

か
つ
的
確
な

合
意
形
成
と

決
断
を
行
う

こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
て

い
る
と
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
後
半
は
、
上
智
大
学
法
学
部
教
授

の
三
浦
ま
り
氏
よ
り「
議
会
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
根
絶
に
向
け
て
」と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。地
方
議
会
が

抱
え
る
構
造
的
な
課
題
に
つ
い
て
知
る

と
と
も
に
、
内
閣
府
の
研
修
教
材
用

D
V
D
を
用
い
た
具
体
的
な
事
例
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。多
様
な
人
材
が

参
画
し
、住
民
に
開
か
れ
た
魅
力
あ
る

議
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、誰
も
が

活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
が
不
可
欠

で
す
。本
研
修
を
契
機
に
、
加
害・被

害
双
方
の
意
識
を
高
め
、
議
員一人
ひ

と
り
が
モ
ラ
ル
を
遵
守
し
、議
会
全
体

で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
に
向
け
て
主
体

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
今
回
の
研
修
で
得
た「
地
方
財
政
へ

の
危
機
感
」と「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い

環
境
づ
く
り
の
重
要
性
」を
深
く
胸
に

刻
み
、今
後
の
議
員
活
動
に
生
か
し
て

ま
い
り
ま
す
。      （
北
澤 

久
美
子
）

　
去
る
7
月
22
日
上
田
地
域
広
域
連

合
議
会
管
内
視
察
が
、
上
田
地
域
広

域
連
合
消
防
本
部
と
総
合
訓
練
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。青
木
村
議
会
か

ら
正・副
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
先
ず
、
令
和
7
年
に
6・14
億
円
で

更
新
さ
れ
、
新
機
能
が
導
入
さ
れ
た

消
防
本
部
司
令
室
を
視
察
し
ま
し
た
。

害
が
起
き
た
時
は
明
る
い
場
所
に
人

が
集
ま
って
来
る
事
や
、
発
動
発
電
は

１
年
に
１
度
は
使
用
し
て
お
く
事（
い

ざ
と
い
う
時
に
使
え
な
い
事
の
無
い
よ

う
に
）。な
ど
具
体
的
な
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

予
測
の
出
来
な
い
災
害
に
備
え
る

重
要
性
を
感
じ
る
良
い
訓
練
が
出
来

ま
し
た
。　
　
　
　
（
小
林 

久
美
子
）

　
令
和
8
年
7
月
14
日
、
総
務
建
設

産
業
委
員
会
主
催
の「
村
内
視
察
」

が
議
員
全
員
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
一
カ
所
目
は
、
入
奈
良
本
牧
場
の

「
タ
チ
ア
カ
ネ
夏
そ
ば
」の
育
成
状
況

を
確
認
し
ま
し
た
。雨
や
霜
に
弱
い
性

質
の
夏
そ
ば
の
育
成
に
苦
労
さ
れ
て
い

る
と
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
次
に
、
市
の
沢
浄
水
場
に
伺
い
、
水

源
か
ら
取
り
入
れ
た
水
の
、ろ
過
や
消

毒
を
行
う
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
説
明

を
受
け
ま
し
た
。水
道
水
の
安
全
性

の
確
保
の
重
要
性
と
大
変
さ
を
改
め

て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、沓
掛
地
区
の
地
す
べ
り
対

策
の
盛
土
箇
所
の
現
場
に
お
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。二
十
カ
所
以
上
の

調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
や
、盛
土
範
囲
に

つ
い
て
の
計
画
や
盛
土
搬
入
に
係
る

村
道
改
良
に
つ
い
て
も
説
明
を
受
け

ま
し
た
。　
　
　

  （
宮
澤 

政
美
知
）

13 令和 8 年 11.1 ／第 103 号

令
和
8
年
長
野
県
町
村

議
会
議
員
研
修
会

青
木
村
総
合
防
災
訓
練

上
田
地
域
広
域
連
合
議

会
管
内
視
察

村
内
視
察

総合防災訓練

キッセイ文化ホール

上田広域消防総合訓練場



14令和 8年 11.1 ／第 103号

国道143号整備促進期成同盟会中央要望（議長）
決算審査（監査委員）
県町村監査委員協議会定期総会・研修会（監査委員）
議会運営委員会（議会運営委員）
青木村及び上田市共有財産組合議会会計決算監査（共有財産組合議会監査委員）
全員協議会
決算審査講評・例月監査（監査委員）
青木村総合防災訓練

6日／
17～28日／

22日／
26日／
26日／
26日／
28日／
30日／

　地方議会においてもっとも華やかな
場の一つは一般質問であります。そ
の目的と効果は、「行政の所信や事
実関係をただすだけではなく、政治
姿勢や責任を明らかにし、現行の政
策の変更や是正、新規政策の採用
をはかること」とされております。
　かつて二元代表制における議会の
役割は、行政が適正かつ効果的に
行われているかを検査・調査し、監
視することとされていました。しかし、
地方分権一括法の施行や三位一体
の改革など、地方分権が進展する中
で、それぞれの地域の実情に即した
行政運営が求められるようになりまし
た。そのため、行政上の課題を発見
し、その解決に向けて政策を提言す
ることも、議会や議員の重要な役割
となっています。
　一般質問も、単純に内容をただす
質問の場だけではなく、住民の要望
を政策にまで高め、提言をする場に
なっております。ますます高度化する
議会の役割に応えるために、議員は
日々試行錯誤しているところでありま
す。　　　　　　　　（松本淳英）

住民の

声 　移住してからあっという間に８年が過ぎまし
た。夫婦そろって今年で48歳になりました。
沓掛温泉の叶屋旅館を引き継いで、宿泊業に

もだいぶ慣れてきました。夏はぬる湯を求めてのお客様
が多いこともあり、宿もようやく軌道に乗ってきました。
その反面、夏はまったく遊びに出られなくなってしまいま
したが、お客の少ない冬にのんびりさせてもらっていま
す。
　移住したキッカケですが、元々首に頸椎後縦靭帯骨化
症という難病を抱えており、依田窪病院で手術をし、先
生の近くが良いと思い青木村で物件を探したことでした。
また、沓掛温泉のぬる湯が首の病気に合っていましたの
で、毎日元気に過ごせております。ぬる湯は、体力を使
わず長湯できるので、疲れずに全身に良い血流を流し続
けられることが素晴らしいなと思いました。今では僕たち
にとって、沓掛温泉は命の湯となっています。　　
　あと、住んでみて思ったことは、青木村は災害が少な
くて住みやすいことです。雨も昔ながらのシトシト雨、そ

して台風の影響もほとん
どなく安心して過ごせて
います。移住当初は、長
野県の村って聞くと、凄
い峠を通って秘境のよう
なイメージでした。青木
村は、住む場所は静かで
すが、真っすぐな道で30
分行けば上田市もあり、買い物も困らないのが良いです
ね。何より夏が涼しいこと！朝晩はちゃんと涼しくなって、
夕方にはヒグラシが鳴く。近年各地で猛暑が多くなって
いる中、青木村はまだ昭和の夏の気候が残っているよう
に感じます。ホタルが自然発生することも良いですね。
　また、沓掛区の公民館役員も５年目となり、村の行事
もだいぶ分かってきました。知り合いも多く増え、地域の
イベントも毎回楽しく参加させていただいております。
　最後に、これからもずっと、夫婦二人で楽しく叶屋旅
館を続けていければ良いなと思います。

今 井　大 祐・佳世叶屋旅館を引き継いで
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決算審査報告（監査委員）
議会開会
議会一般質問
社会文教委員会（社会文教委員）
総務建設産業委員会（総務建設産業委員）
議会審議採決
全員協議会
議会報編集委員会（議会報編集委員）
青木・麻績インター・新町間県道整備促進期成同盟会県要望（議長）
青木村及び上田市共有財産組合議会（共有財産組合議会議員）
中学校こまゆみ祭（正副議長、社会文教委員）
阿鳥川神社秋季例大祭（議長）
上田地域広域連合議会代表者会（議長）
例月監査（監査委員）

1日／
2日／
8日／

10日／
11日／
16日／
16日／
16日／
18日／
18日／
25日／
26日／
28日／
29日／

9月

保育園おやこ運動会（正副議長、社会文教委員）
子檀嶺神社秋季例大祭（議長）
議会報編集委員会（議会報編集委員）
小学校音楽会（正副議長、社会文教委員）
議会報編集委員会（議会報編集委員）
小学校バイキング給食（正副議長、社会文教委員）
丸子信州新線県要望（議長）
山ノ内町議会議員行政視察受入れ（総務建設産業委員長）
上田地域広域連合議会（正副議長）
県町村議会議長会定期総会（議長）
例月監査（監査委員）
全国監査委員研修（監査委員）
青木村及び上田市共有財産組合議会視察研修
全員協議会

2日／
4日／
5日／
7日／

13日／
16日／
19日／
21日／

21・26日／
22日／
26日／
27日／

27・28日／
29日／

10月

長和町議会との研修会
青木村産業祭議会出展〈住民懇談会〉
議会運営委員会（議会運営委員）

9日／
14・15日／

27日／

今後の予定

11月
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議会に関するお問い合わせは

▲

議会事務局 TEL.0268-49-0111 までお寄せください。


